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１１月２７日付 釜山日報２９面 

 



 

資－165 

見出し：「日韓の歴史論争よりも事実共有が優先」、釜山日報社を訪問したアジア歴史資

料センター石井米雄センター長 

 

小見出し：アジア関連の過去文書をデジタル化、釜山・慶尚南道の住民による活用を望

む 

 

内容： 

「歴史認識は、事実の堅固な土台が必要です。」 

 植民地統治について謝罪した『村山談話』でよく知られている日本社会党の村山富市

内閣時に提案、設立された「アジア歴史資料センター」（東京都千代田区）の石井米雄

（７８）センター長ら関係者が２３日、釜山日報社を訪問した。 

 国立公文書館所属のアジア歴史資料センターは、アジアと関連した日本の過去の文書

をデジタル化して、誰もが何処でも見ることが出来るようにしようとの趣旨により、２

００１年に設立された。歴史認識問題について論争する前に、まず歴史的事実を共有し

ようという趣旨からである。 

 このセンターでは、明治維新から第二次大戦敗戦（１８６８～１９４５）までの１千

４３０万件のデジタル資料を、インターネット上で無料で提供している。この資料は、

日本の国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究所の３ケ所から提供されたも

ので、今後は、所蔵資料を３千万件まで増やす計画である。 

 石井センター長ら一行が釜山を訪問したのは、これらの資料を釜山・慶尚南道の方々

にも活用して欲しいという考えからである。 

 利用者はホームページ(www.jacar.go.jp)に入って、英語または日本語で探したい内容

のキーワードを入力すれば良い。勿論だが、過去の文書自体は９９％が日本語である。 

 例えば、韓国と関連があるキーワード「朝鮮総督府」という単語を日本語で入力すれ

ば１万件の資料が検索されるという。慰安婦、独島（日本名竹島）（原文ママ）等、日

韓の敏感なイシューについてのキーワードも、いくらでも使用可能だという。 

特に、これらの資料が整理・脚色されずに原本の形態で見られるのは、資料センター

の大きな長所である。日王（原文ママ）が終戦を発表した文書の場合、文章の訂正箇所

までも確認することができるという。センター側は、敗戦前までの明治時代の外交、軍

事分野に関する資料を多く所蔵していると評価している。 

ホームページの訪問者数は、韓国と中国、台湾などを含め、一日平均２千人に達してい

るという。 

 日本において東南アジア研究の最高権威と評価される石井センター長は「資料センタ

ーを設立する際、右翼からの反対が多く、今でもこのような資料を公開するのに対して

反対がある。だが、歴史的事実を共有することが重要なので、結局資料センターが開設

された。」とし、釜山・慶尚南道の方々にも活用して欲しいと述べた。 

http://www.jacar.go.jp/

